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KDDI株式会社
株式会社ロイヤリティ マーケティング

Ponta提携社とお届け！「Pontaいましる」

2020年7月「マイナンバーカード・マイナポイント」に関する調査

マイナンバーカードの交付申請、男性の20代・30代が5割超
キャッシュレス決済のうち“スマホ決済”メイン利用者で、“マイナポイントの申し込み意向”が高い

KDDI株式会社(本社：東京都千代田区、代表取締役社長：髙橋 誠、以下 KDDI)と、共通ポイント

サービス「Ponta（ポンタ）」を運営する株式会社ロイヤリティ マーケティング(本社：東京都渋谷区、

代表取締役社長：長谷川 剛、以下 LM)は、「マイナポイント」に関する調査（以下 本調査）をお知ら

せします。本調査は、あなたの知りたい“いま”をPonta提携社と調べる「Pontaいましる」2020年7月

調査として、「Pontaリサーチ」にて実施しました。

＜調査概要＞
調査方法： インターネット調査
調査期間： 2020年7月10日～2020年7月13日
パネル : 「Pontaリサーチ」会員（Ponta会員で「Pontaリサーチ」への会員登録をしていただいている方）
回答者数： 3,000人 男性、女性×年代別（20・30・40・50・60代以上）の各10セルで300サンプル
※調査結果は小数点第２位を四捨五入しています。

＜マイナンバーカード申請状況＞
・マイナンバーカードの交付の申請について「交付の申請済み（カードの到着有無合わせて）」は、
性年代別でみると、男性20代、30代が5割を超えた。次いで、男性・女性の60代以上が４割を超えた。

・マイナンバーカードの申請時期は「2020年」が34.0％と最多。
2番目に多い「2016年」の29.5％と比べて、高い割合。

＜マイナンバーカード申請のきっかけ＞
・マイナンバーカードの交付申請のきっかけについて「マイナポイントの申込」が、36.3％と最多。

＜メインのキャッシュレス決済とマイナンバーカード申請状況＞
・キャッシュレス決済について「スマホ決済（コード型または非接触型）」をメインで利用している人は、
他のキャッシュレス決済をメインに利用している人よりも、マイナンバーカードの交付申請をした割合が高い。

・マイナンバーカードの「交付の申請済み（カードの到着有無合わせて）」の人は、「まだ交付申請していない」人
「申請するつもりのない」人よりも、「ふるさと納税」「NISA」「iDeCo」の利用割合が高い。

＜マイナポイントの認知＞
・マイナポイントを「知っている」52.3%、「名前を聞いたことがある程度」34.7％。

・マイナポイントについて知っていること、「上限は1人あたり2万円分の25％、最大5,000円分」は55.0％、
「チャージや決済の金額に対して25%のポイントが付与される」は39.4％。

＜マイナポイントの申込状況＞
・調査期間2020年7月10日～13日で、マイナポイントの「申し込み手続きを完了した」は1割。
「申し込みたいが、手続きはしていない」という、申し込み意向は約5割。

・キャッシュレス決済について「スマホ決済（コード型または非接触型）」をメインで利用している人は、
他のキャッシュレス決済をメインに利用している人より、マイナポイントの申し込み手続きを完了した割合が高い。

＜マイナポイントによる、キャッシュレス決済の利用動向＞
・マイナポイントによって、キャッシュレス決済で使う「金額が増えると思う」は約3割。

・マイナポイントに登録したキャッシュレス決済手段を利用する店舗、
1位「コンビニエンスストア」、2位「スーパーマーケット」、3位「ドラッグストア」。
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＜マイナンバーカード申請状況＞

マイナンバーカードの交付の申請について「交付の申請済み（カードの到着有無合わせて）」は、
性年代別でみると、男性20代、30代が5割を超えた。次いで、男性・女性の60代以上が４割を超えた。

マイナンバーカードの申請時期は「2020年」が34.0％（2020年1～5月は16.5％、2020年6月以降は17.5％）
と最多。2番目に多い「2016年」の29.5％と比べて、高い割合。
…本調査（2020年7月10日～2020年7月13日）時点で、マイナンバーカードの申請時期が「2020年」
は34.0％となり、マイナンバーカードの交付が開始された「2016年」の29.5％を上回った。
「2020年6月以降」では17.5％となり、2017年～2019年それぞれの年と比べて高い割合。

TOPICS： マイナンバーカードの交付、申請済みは男性20代・30代が5割超
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■マイナンバーカードについておうかがいします。あなたご自身についてあてはまるものをお知らせください。
（ひとつだけ）
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■マイナンバーカードを申請した方におうかがいします。申請した時期をお知らせください。（ひとつだけ）
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＜マイナンバーカード申請のきっかけ＞

マイナンバーカードの交付申請のきっかけについて「マイナポイントの申込」が、36.3％と最多。
次いで「身分証明書として」29.8％。
…マイナンバーカードの申請のきっかけは「マイナポイントの申込」が最多。

P.2のマイナンバーカードの申請時期が、2020年のうちでも「6月以降」が高かったことから、
本調査においては、マイナポイントをきっかけにして、マイナンバーカードを申請した、申請予定の方が
高い傾向がうかがえる。

TOPICS： マイナンバーカードの申請のきっかけ、「マイナポイントの申込」36.3%

■「マイナンバーカード」を申請した、または今後申請する予定がある方におうかがいします。
申請のきっかけとしてあてはまるものをお知らせください。（いくつでも）
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＜メインのキャッシュレス決済とマイナンバーカード申請状況＞

キャッシュレス決済について「スマホ決済（コード型または非接触型）」をメインで利用している人は、
他のキャッシュレス決済をメインに利用している人よりも、マイナンバーカードの交付申請をした割合が高い。

マイナンバーカードの「交付の申請済み（カードの到着有無合わせて）」の人は、「まだ交付申請していない」人
「申請するつもりのない」人よりも、「ふるさと納税」「NISA」「iDeCo」の利用割合が高い。
…マイナンバーカードの「交付の申請をするつもりはない」人においては、利用したことのある税制優遇や
還元策について「あてはまるものはない」が27.3%となり、「交付の申請済み」の人よりも、高い傾向。

TOPICS： メインのキャッシュレス決済がスマホ決済の人は、マイナンバーカードの申請割合が高い
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交付の申請をして手元にカードが届いている 交付の申請をしたがまだカードは届いていない

交付の申請をしたいが、まだ行っていない 交付の申請をするつもりはない

■あなたが利用したことのある税制優遇・還元策などについてお知らせください。（いくつでも）

【キャッシュレス決済で
最も利用している決済手段別】

■マイナンバーカードについておうかがいします。あなたご自身についてあてはまるものをお知らせください。
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【参考】キャッシュレス決済について、店頭での支払いで最も利用している手段（ひとつだけ）を聴取した結果でクロス集計

【マイナンバーカード申請状況別】



Pontaいましる あなたの知りたい“いま”を調査！ Press Release
©Ponta

■あなたは「マイナポイント」をご存じですか。（ひとつだけ）

＜マイナポイントの認知＞

マイナポイントを「知っている」52.3%、「名前を聞いたことがある程度」34.7％。

マイナポイントについて知っていること、「上限は1人あたり2万円分の25％、最大5,000円分」は55.0％、
「チャージや決済の金額に対して25%のポイントが付与される」は39.4％。
…“25%の還元が受けられること”に関する２つの選択肢において、15.6％の差となった。

1人あたり“最大5,000円”分の還元という、金額面がより高く認知されている傾向が伺える。

TOPICS： マイナポイントを“知っている”、“聞いたことがある”合わせて、87.0％
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所得や年齢などの制限がない

ポイントの取得期間は2020年9月～2021年3月の7カ月間

ポイントの入手にはマイナンバーカードとマイキーIDが必要

2020年6月までは予約、7月から申し込み手続きが開始

ポイントの入手にはキャッシュレス決済サービスを
1つだけ選択し、申し込みが必要

チャージや決済の金額に対して25%のポイントが付与される

登録したキャッシュレス決済サービスを使うとマイナポイントが付与される

上限は1人あたり2万円分の25％、最大5,000円分

キャッシュレス決済とマイナンバーカードの
2つの普及を促進するポイント還元施策

■マイナポイントを知っている方におうかがいします。

次のうち、あなたご自身が知っていたことをお知らせください。（いくつでも）

（n=3,000）

（n=2,611）

（％）
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＜マイナポイントの申込状況＞

調査期間2020年7月10日～2020年7月13日で、マイナポイントの「申し込み手続きを完了した」は1割。
「申し込みたいが、手続きはしていない」という、申し込み意向は約5割。
…マイナポイントの申し込み手続きの受付が開始された、2020年7月1日から約10日間で、
申し込みを完了した人は10.0％となった。

キャッシュレス決済について「スマホ決済（コード型または非接触型）」をメインで利用している人は、
他のキャッシュレス決済をメインに利用している人より、マイナポイントの申し込み手続きを完了した割合が高い。
…メインで利用するキャッシュレス決済手段それぞれの「マイナポイントを申し込む予定はない」の割合を
比較すると「スマホ決済（コード型）」が25.0％、「スマホ決済（非接触型）」が20.2％と、20％台だった。
スマホ決済をメインに利用する層で、マイナポイントに対する高い申し込み意向が伺える。

TOPICS： マイナポイント申し込み受付開始、約10日間で「申し込み手続きを完了した」は１割
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申し込み手続きを完了した マイナポイントの予約をしたが、申し込み手続きは行っていない

マイナポイントを申し込みたいが、手続きはしていない マイナポイントを申し込む予定はない
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■マイナポイントについてあなたご自身にあてはまるものをお知らせください。（ひとつだけ）

【キャッシュレス決済で最も利用している決済手段別】

10.0% 5.8% 47.1% 37.2%

申し込み手続きを完了した マイナポイントの予約をしたが、申し込み手続きは行っていない

マイナポイントを申し込みたいが、手続きはしていない マイナポイントを申し込む予定はない

■マイナポイントについてあなたご自身にあてはまるものをお知らせください。（ひとつだけ）

（n=3,000）

【参考】キャッシュレス決済について、店頭での支払いで最も利用している手段（ひとつだけ）を聴取した結果でクロス集計
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＜マイナポイントによる、キャッシュレス決済の利用動向＞

マイナポイントによって、キャッシュレス決済で使う「金額が増えると思う」は約3割。

マイナポイントに登録したキャッシュレス決済手段を利用する店舗、
1位「コンビニエンスストア」、2位「スーパーマーケット」、3位「ドラッグストア」。

TOPICS： マイナポイントに登録したキャッシュレス決済を使う店舗、「コンビニエンスストア」が1位
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29.3%

69.4%
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金額が増えると思う

変わらない

金額が減ると思う

（n=1,885）
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■マイナポイントの申し込み手続きをした、または今後申し込む予定がある方におうかがいします。
マイナポイントによって、キャッシュレス決済で使う金額はどうなりますか。（ひとつだけ）

【参考】マイナポイント申込状況で「申し込み手続きを完了した」「マイナポイントの予約をしたが、申し込み手続きは行っていない」「マイナポイントを申し込みたいが、
手続きはしていない」と答えた方に聴取。

■マイナポイントに登録する・登録したサービスで決済をする店舗やシーンとして、あてはまるものを
すべてお知らせください。（いくつでも）

【参考】マイナポイント申込状況で「申し込み手続きを完了した」「マイナポイントの予約をしたが、申し込み手続きは行っていない」「マイナポイントを申し込みたいが、
手続きはしていない」と答えた方のうち、登録するサービスが決まっている方に聴取。

（％）
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生活者・社会・企業の“トレンド”、人の“キモチ”を、生活に密着したサービスである“Pontaならでは”
の視点で調査・発表するリサーチプロジェクトです。Ponta提携社と一緒に、その時期に関心の高まる事
柄について、Pontaリサーチ会員へアンケート調査し、発表します。
・「Pontaリサーチ」サイトURL： https://research.ponta.jp/top/

＜引用・転載の際のクレジット表記のお願い＞
調査結果引用・転載の際は、“「Pontaリサーチ」調べ”とクレジットを記載していただけますようお願い申し上げます。

“Pontaいましる”とは？

■KDDIグループ
au PAYではマイナポイント申し込みで1,000円相当還元キャンペーン開催
～マイナポイント事業還元と合わせ上限6,000円相当還元～

＜KDDIグループのマイナポイントキャンペーンについて＞
KDDIグループでは、「au PAY/au PAY カード×マイナポイントキャンペーン」を実施しています。
本キャンペーンでは、マイナンバーカードを取得されたお客さまが「au PAY」または「au PAY カー

ド」でマイナポイントにお申込みいただいた場合、上限1,000円相当のau PAY 残高を還元します。本キャ
ンペーンと、マイナポイント事業で還元される上限5,000円相当のau PAY 残高と組み合わせることで、合
計上限6,000円相当を還元します。

詳細はこちら（https://wallet.auone.jp/contents/lp/mynapoint/mynumber_point.html）をご参照
ください。

＜au PAYについて（https://aupay.wallet.auone.jp/）＞
「au PAY」は、会員数が2,300万超で、お手持ちの「au PAY アプリ」から簡単な操作でご利用いただ

けるスマホ決済サービスです。アプリ上に表示されるバーコードやQRコードを店舗のPOSレジや各種端末
で読み取る、または店舗が提示したQRコードをアプリで読み込むことで、お買い物・お支払いにご利用い
ただけます。

＜マイナポイント×au PAY×ローソンでさらにおトクにお買い物＞

今回のアンケート結果によると、マイナンバーカードの申請時期は「2020年」が34.0％、またマイナ
ンバーカードの交付申請のきっかけについて「マイナポイントの申込」が36.3％となっており、マイナポ
イント事業の開始がマイナンバーカードの取得に大きく影響していたことが分かりました。
また、スマホ決済をメインに利用する層で、マイナポイントに対する高い申し込み意向（「マイナポイ

ントを申し込む予定はない」を除いた割合は「スマホ決済（コード型）」が75.0％、「スマホ決済（非接
触型）」が79.8％）があったほか、マイナポイントに登録したキャッシュレス決済手段を利用する店舗と
して1位に「コンビニエンスストア」が挙げられていました。
「au PAY」では、現在ローソンで「au PAY」でお買い物いただくと誰でも4％、三太郎の日には13％の

Pontaポイントを還元する「au PAY 生活応援キャンペーン」（https://www.au.com/pr/paycpn2020-
3/ ）を実施しています。マイナポイント×au PAY×コンビニ（ローソン）の組み合わせでおトクにお買い
物をお楽しみいただけます。

KDDIは、今後もお客さまが豊かで快適にお過ごしいただけるよう、キャッシュレス決済でお買い物が
おトクになる施策を実施し、新しい生活様式の消費を支援していきます。
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